<教育研究報告> 絵本 『お手製』 が取り持つ異年齢交流学習 : 国語科学習における保幼小連携の試み by 三浦 正雄 et al.
埼玉学園大学・川口短期大学　機関リポジトリ
<教育研究報告> 絵本 『お手製』 が取り持つ異年
齢交流学習 : 国語科学習における保幼小連携の試
み
著者 三浦 正雄, 馬見塚 昭久
雑誌名 埼玉学園大学紀要. 人間学部篇
巻 10
ページ 359-363
発行年 2010-12-01
URL http://id.nii.ac.jp/1354/00000604/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
― 359 ―
はじめに
　保育園、幼稚園から小学校への連続性のある学び
を目指して、保幼小連携の方途をさぐる動きが盛ん
になってきている。制度の違いや物理的環境の相違、
その他多くの困難があるものの、園児を小学校の行
事に招待して一緒に遊ぶなど、各地で様々な交流実
践が報告されている。
　しかし、それらの多くは、園児の進学への不安を
少なくし、小学校の学びへ円滑に接続することを目
的とした、いわゆる小１プロブレム解消のためのも
のである。
　新しい小学校学習指導要領では、言語活動の充実
が謳われている。その土台となる国語科において、
保幼小が連携することで、子どもたちの学習に新たな
可能性を引き出すことができるのではないだろうか。
　本実践は、小学校の国語科教材『お手紙』（アー
ノルド・ローベル作、三木卓訳）を連携の素材とし
ている。その学習の中に、２年生（35名、神奈川県茅ヶ
崎市内）と各自の出身保育園、幼稚園の園児との手
紙による交流を設定し、そこから見えてくるものを
考察した。
第₁章　実践報告の目的
　本報告の目的は次の通りである。
・保育園、幼稚園の年長園児たちは、卒園生からの
手紙に対してどのような反応を示すのか。また、小
学校２年生の意識は、学習したことを年少者に伝え
ることで、どのように深まるのかを明らかにする。
第₂章　小学校での実践の流れ
　『お手紙』は、『ふたりはともだち』（『がまくんと
かえるくん』シリーズの一冊）の中の一編である。
複数社の教科書に収載されていることから、広く親
しまれている。
　この絵本には、ちょっとわがままな「がまくん」と、
友だち思いの「かえるくん」が登場する。がまくん
は、誰からも手紙が来ないことを「不幸せ」と感じ、
玄関の前で悲しんでいる。
　友達作りの不安を感じたことのある大多数の児童
は、がまくんのこの悲しみに共感を覚える。その悲
しみをわがことのように受け止めるかえるくんの優
しさに、児童は心から喜び、友情のすばらしさを感
じることができる。また、友だちは遠いところにい
るのではなく、案外身近なところにいるのかも知れ
ないことに気付かせてくれるのも、この作品の味わ
い深いところである。
　では、実際の授業はどのように展開したのか。児
童たちは、本単元の第１次、第２次で物語の内容を
理解し、登場人物の心情に迫る読み込みをした。こ
こでは、実践の中心となる第３次について、大まか
な流れを記す。
第３次　読み取ったことを伝える手紙を書く
○目標・手紙の書き方について理解する。
　　　・誰にどんなことを書くかを考えて、手紙を
書く。
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学習活動 留意点
１．手紙を書く準備をする。
２．内容をよく吟味して、手紙を書く。
３．園からの返事を聞く。
・自分たちも手紙を書いてみたいという欲求を引き出すように語
りかける。
・入学前の不安感を思い出させ、出身園の後輩を励まそうとする
意欲を持たせる。
・誰に宛てて、どんなことを書くのか、はっきりさせる。長い手
紙を書くことが初めての児童もいるので、例文を示して説明す
る。
・基本的な論展開
①私は卒園生です。今は○○小学校に通っています。
②最近、国語でこんなことを勉強し、こんなことがわかりました。
③小学校でも、素晴らしい勉強と友だちに出会えます。
④楽しみにしていて下さい。みんなを待っています。
・なるべく自分の言葉で表現できるように励ます。
・返事を頂けない園があることも考えられるので、児童には園の
名前を伏せておく。私信は後で手渡す。
・相手がかなしんでいるときや困っているときにた
すけてあげると友だちになれることや、すばらしい
親友は、ちかくにいるということ、友だちの作り方
は、ぼくもじっこうしてみるね。
・友だちってたいせつだとゆうことがわかりました。
お手紙は、人の心をかえられたり、人をしあわせに
するこができます。かえるくんみたいに、やさしく
すると友だちができるよ。わたしは、かえるくんと
がまくんが、いつまでも親友でいてほしいです。
・友だちって大切だよ。がまくんがもっとやさしく
なればいいと思ったよ。かえるくんがお手紙を書い
てえらいと思ったよ。心をこめて手紙を書くと親友
になれるよ。いつまでも心がつながっていればいい
なと思ったよ。
第₄章　園での実践の流れ
　今回、調査の対象としたのは、２年生各自の出身
保育園、出身幼稚園で、あわせて15園である。（公
立保育園が２園、私立保育園が２園、幼稚園は全て
私立で11園である。）所在地は、神奈川県藤沢市が２、
埼玉県さいたま市が１、兵庫県神戸市が１、残り11
が神奈川県茅ヶ崎市である。平成20年10月５日付で
「国語単元『お手紙』を題材とする保幼小交流の研
第₃章　小学生からの手紙
　小学生たちは、各自が読み取ったことや伝えたい
ことを、手紙にしたためるのだが、物語の内容を理
解することはできても、趣旨をわかりやすくまとめ
て手紙に書くことには不慣れである。そこで、手紙
の基本形を例文として示し、中程に設けた空欄に自
分の言葉を当てはめていけば、一応の形式と内容を
持った手紙が書けるようにした。清書の段階では、
なるべく自分の言葉で書くように励ましたが、ほと
んどの児童が例文をほぼそのまま使っていた。空欄
にどんなことを書いたのか。５人ほど実例を挙げて
みよう。
・心と心がつうじあっているのが友だちだよ。こ
まっている人をなぐさめてあげてね。そうすると、
ともだちがいっぱいできるよ。いっぱいいると、楽
しいよ。
・わたしは、「お手紙」をべんきょうして友だちって
大切なんだ、お手紙ってすばらしいんだと思いまし
た。お手紙をもらうと、その人の気持ちがわかるし、
あいての気持ちをかえられるんだよ。ともだちは、
かえるくんみたいにやさしくすると、いっぱいでき
るよ。ともだちは、とてもだいじです。
第３次の展開
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合計633名の園児に卒園生からの手紙を紹介して頂
いたことになる。しかし、人数を記入し忘れていた
り、項目によっては、「多数」とか「半数以上」とい
う回答もあったため、統計上有効なのは、８園、315
人分のデータである。
○項目２　卒園生からの手紙に、興味や関心を持っ
た園児の数
　78パーセントの園児が興味を抱いた。全員が興味
を示したという園が９園あったのだが、数値として
出してみると意外に低い。自由記述欄には、「ビック
リしつつ、とてもキラキラ目を輝かせて集中して聞
いていました。」「わぁーすごい！」等の記述が見ら
れる。普段、あまり小学校との交流をしていないこ
とがうかがわれ、園児の驚きが伝わってくる。また、
「漢字がすごーい」「字が上手だった」等の記述もあ
り、文字に強い興味や関心を持っている園児がいる
ことが伺える。
○項目３　『お手紙』（アーノルド・ローベル作）の
お話に、興味を持った園児の数
　「知っている」「その本、持っている」「読んだこ
とあるよ」「お兄ちゃんのお勉強の本にのっていた」
等と、このお話を知っている子がいたという園が５
つあった。また、興味が高じて、物語を実際に読み
聞かせしたという園もあった。しかし、全体で見る
と69パーセントという結果である。前述の通り、わ
かりやすい例文を示したつもりだったが、卒園生か
らの手紙だけで物語の内容を理解し、興味を持つの
は難しいようである。
○項目４　卒園生からの手紙によって、友だちや友
情の大切さに共感した園児の数
　70パーセントと意外に低い数値だが、自由記述欄
には、「友だちの大切さ」に共感したこと等が多数書
かれている。「『友情』というものは、まだ難しいよ
うです」との記述もあった。
　しかし、ある園（私立幼稚園・茅ヶ崎市内）では、
手紙の紹介後、園児の希望により『お手紙』（アー
ノルド・ローベル）の読み聞かせをしているが、「友
だちを大切にしたい」「かえるくんの様な人になり
究のお願い」と題する依頼文書を、記録用紙ととも
に15園に送付した。その結果、13の園からご回答を
頂いた。回収率は、園数の86.7%ということになる。
　各園にお願いしたのは、小学生からの手紙を年長
児に読み聞かせ、その反応を記録用紙に記録すると
いうことだった。記録用紙の項目は、次の通りであ
るが、各項目の下に自由記述欄がもうけてあり、そ
こに具体的な反応や特記事項を記入できるように
なっている。今回の調査では、この自由記述が非常
に貴重な資料となった。
１．今回、卒園生からの手紙を読み聞かせした、園
児の数
２．卒園生からの手紙に、興味や関心を持った園児
の数
３．『お手紙』（アーノルド・ローベル作）のお話に、
興味を持った園児の数
４．卒園生からの手紙によって、友だちや友情の大
切さに共感した園児の数
５．卒園生からの手紙によって、小学校生活につい
て興味や期待を持った園児の数
６．その他、園児から卒園生へのメッセージ等
※記録用紙のほかに、罫の大きな便せんとカセット
テープも同封し、可能であればお返事を書き、読み
聞かせの場面やお返事を録音してくださるようお願
いした。
第₅章　園児の反応
○項目１　今回、卒園生からの手紙を読み聞かせし
た、園児の数
　アンケートの集約結果によると、今回、13の園で、
有効数に対する割合
手紙に興味を持っ
た
原作に興味を持っ
た
友情に共感した
小学校に興味を
持った
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変化しただろうか。児童たちが書いた「初発の感想」
と「まとめの感想」から変化を追ってみたい。
※事例には表現の間違いや誤字が多々あるが、すべ
て原文のままである。
★ 初発　かえるくんにお手紙をもらってからぼく
は、うれしくてかんどうしました。がまくんは、す
ごくうれれしそうでした。親友って、だいじなのが
わかかった。かえるくんがすごくしんせつだった。
　 まとめ　ほいくえんやようちえんのみなさん、お
手紙くれてありがとう。すごくうれしかったです。
みんなかえるくんのようなしんせつの人になって、
こまってる人をたすけてあげてください。小学校に
はいっても手紙をかいてお友だちをいっぱいつくっ
てください。
★初発　ともだちは、けがしてたときとか、こまっ
てるときにたすけてあげるのがともだち。お手紙を
かえるくんがいっしょにまってあげたことがやさし
い。
　 まとめ　ようち園の子がお友だちのことをたい
せつにおもってくれて、もっと、ともだちとなかよ
くなってると思います。ぼくもみんなとはやくもっ
となかよくあそんだりしたいです。ようち園せいが、
そんなむずかしいこともわかるなんてすごいと思っ
た。字でとばしちゃうところあるけど、こころはつ
よいんだとおもった。手紙にかいたことを、ちゃん
とわかってくれたから、あんしんした。
★初発　友だちは、やさしくしてくれることが友だ
ちだと思います。親友は心と心がつながっている。
　まとめ　いまは、とてもようちえんにお手紙をか
いてよかったと思っています。なぜなら、ようちえ
んの子ががんばってお手紙をかいてくれたからです。
でもさいしょは、お手紙をだすのがとてもいやでし
た。それは、みんなの前でお手紙をよまれるからで
す。でもいまは、とてもうれしいです。こうしてか
わいくて、すてきなお手紙がきたら、どこのようち
えんもじょうずでした。またかきたいと思っていま
す。
たい」「友だちに手紙を書きたくなった」等々、肯
定的な意見が出ている。30名中、30名が卒園生から
の手紙に興味を抱き、物語に共感している。
　すでに『お手紙』を読んだことのある園児がいた
別の園（私立幼稚園・茅ヶ崎市内）では、次の日、
自分で手紙を書いて持ってきた園児もいたという。
○項目５　卒園生からの手紙によって、小学校生活
について興味や期待を持った園児の数
　94パーセントの園児が小学校生活について興味や
期待を持った。物語の内容はよくわからなかった子
も、なにやら小学校の楽しさを感じ取ってくれたよ
うである。中には「幼稚園でずっと遊んでいたーい」
「勉強したくないもん」という声もあったというが、
伸びやかな園生活を楽しんでいる園児の素直な気持
ちであろう。「自分たちも小学生になったら、園の
みんなにお手紙を書きたい」という声が複数あり、
「子どもたちは大盛り上がりで、とても楽しみにし
ている様子でした！」（自由記述より。私立幼稚園・
茅ヶ崎市内）という記述からも、今回の手紙が、園
児の興味を喚起し、期待を膨らませるきっかけに
なったことが想像される。
　以上を総括すると、園児は大きく３つの反応を示
したと考えられる。
①卒園生からの手紙に驚き、小学校生活への期待や
希望を抱いた。
②自分も手紙を書いてみたいなど、文字への興味を
持った。
③友達や友情の大切さに共感した。（これは、特に、
実際に物語を読み聞かせした園で顕著であった。）
第₆章　交流による児童の変化
　各園からは様々なフィードバックをいただいた。
カセットテープに返事を吹き込んだり、字が書ける
子には便せんに返事を書かせたり、あるいは画用紙
に絵を描かせてくれた園もあった。それらはすべて、
教室で全員に紹介した。（返事のなかった園もあり、
児童の心を傷つけないように、どの園から誰に宛て
たものかは伏せて紹介した。）
　園児との交流によって、児童の意識はどのように
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係者の方々の深いご理解と多大なご協力があって、
ようやく実現できたのである。しかし、この連携に
よって園児や児童が得たものの大きさを考えると、
連携の価値は十二分にあるといえそうである。
　いかにして困難を乗り越え、この学習をどのよう
に発展させていくべきか、今後の研究課題としたい。
参考参照文献
水戸市総合教育研究所『就学前教育と小学校の連携
に関する総合的調査研究』－緑岡幼稚園・緑岡
保育所・緑岡小学校－　2005.11
廣川豊『生きる力をはぐくむ学校経営～保幼小中校
種間連携の推進をとおして～』2008.10　全連
小地区大会発表資料
大久保旬子「子ども同士が学び合いながら習得する
手紙の書き方」『月刊国語教育研究』2001②346
号
★初発　すごくうれしくて、かえるくんが親友でよ
かったな。親友だと、すごい手紙がかけるんだな。
かえるくんて、ほんとやさしい。親友って、おもい
やりがある。
　 まとめ　わたしたちがいっしょうけんめいお手
紙をかいたから、ようちえんやほいくえんの人たち
がいっしょうけんめいお手紙のおへんじをかいてく
れて、うれしくておへんじの文がようちえんやほい
くえん生にはみえないくらいじょうずで、ようちえ
んやほいくえんの人たちも友だちのたいせつさをお
しえてくれたきがした。わたしたちがお手紙をかい
てよかったと思った。わたしたちが友だちのたいせ
つさをかいたらつたわってよかったなーと思った。
そんなに友だちのたいせつさをしってくれてうれし
い。
★初発　とてもしあわせな気もちになった。ぼくに
も親友がいるとは、おもわなかった。
かえるくんがすごくいい人だと思った。
　まとめ　ようちえんのみんなは、いろんなことが
あって、ちょっとむずかしかったと思ったけど、し
んゆうとか、友だちとか、いろんなことがわかって
よかったね。わかりやすいのもあったし、わからな
かったのもあるけど、みんな、ぜんぶわかったと思
うよ。だからもっといろんなことをおしえたかった
よ。ようちえんのみんな、ありがとう。とてもうれ
しいよ。
　「まとめの感想」のはずが、園児への手紙になっ
てしまっている子が多数いた。しかし、これこそ、
本実践の成果ではなかろうか。多くの児童が、返事
をくれたことへの感謝の言葉を述べ、友達の大切さ
を再度伝え、頑張ってほしいと励ましの言葉をかけ
ている。園児からの返事によって、児童たちは年長
者としての自覚を深め読みとったことを再認識し、
更に詳しく伝え、励ましたいという欲求が深まった
と考えられる。
第₇章　おわりに
　今回の保幼小の連携学習には、物理的、時間的、
経済的制約など、予想外の様々な困難が生じた。関
